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1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに    

人口増加により食料需給の逼迫が見込まれ、更に地球温暖化による食料生産への影響が危惧されるなか、地球温

暖化は、開発途上国、特に栄養不足に直面している貧困層の人々に大きな影響を与えると考えられる。IPCC(2007)

は、地球温暖化により、低緯度地域における穀物生産性の低下が懸念され、しかも、気候システムの変動により、

2050年までに、淡水の利用可能性が、中央・南・東・東南アジア、特に大規模河川の流域において減少すると予想

している。また、気候システムの変動の予測は、年々精度が高まっており、地球シミュレータの水平分解能は 100

～200kmから 20km精度まで地域レベルの気候変動が議論されつつある。 

そこで、直近の気象解析データを基に流域の渇水状況を把握するため、中央･南・東・東南アジアの一例としてタ

イ国チャオプラヤ川流域を対象として流域全体の渇水予測を行なった。 

2.2.2.2.解析手法解析手法解析手法解析手法    

現状と将来の各 20 年分の年降水量データをもとに渇水量をガンベル法により算出し、現状と将来の渇水状況の

比較を、グリッド毎ならびに流域毎に行なう。ここでは、対象流域としてチャオプラヤ川流域全域とピン川上流

域と選んだ（図図図図    1111）。 
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3.3.3.3.データデータデータデータ    

気象研究所の解析データモデルは、Kusunoki et al.(2006)の気候モデルを用いた。このモデルは、水平解像度が 20k

ｍである。このモデルは大気のみで海洋が無いので、2段階の手順からなるタイム・スライス法 (Bengtsson et al. 

1996; IPCC 2001) を適用し海面水温を求めたKusunoki et al.(2008)の Table１にある共生プロジェクトの現在 PC

実験（気象研内部コード AJ)、将来 FC実験（気象研内部コード AK）を用いた。 

4.4.4.4.結果結果結果結果    

各モデル算出値の 20年分の結果を基に、グリッド毎の 50年確率の非超過年降水量を算定した。図図図図    2222 は、50年確

率の非超過年降水量の将来値と現在値の差分値である。赤くなるほど渇水が高まり、青くなるほど渇水が緩和され

ることを意味する。 

上流部の谷地や海岸部で年降水量の減少が見られる。特に減少の大きいところでは、ピン川の上流やシリキットダ

ムの上流で 200-300mm/yearの減少が見られた。また、渇水が緩和される地域としては山地・中流部が挙げられる。 

なお、流域全体を見た場合、ピン川上流域全体は 15.3mm/yearの減少、チャオプラヤ川流域全体は、7.7mm/year

の増加となった（表表表表    1111）。 
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